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懇
談
会
に
は
、
市
政
協
力
委
員
を
代
表
し
て
各
学
区
の
会

長
が
参
加
さ
れ
、
渡
邊
洞
曉
代
表
幹
事
か
ら
、
下
京
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
各
学
区
の
活
動
や
、
今
後
の
課
題
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
門
川
市
長
か
ら
は
、
日
ご
ろ
の
市
政
協
力
委

員
の
活
動
に
敬
意
と
感
謝
を
表

す
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
と

共
に
汗
を
か
く
�
き
ょ
う
か

ん
�
の
輪
を
広
げ
、
未
来
の
京

都
の
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む

決
意
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
に
先
立
ち
、
下

京
区
長
と
の
懇
談
会
で
は
、
各

学
区
の
安
心
安
全
の
取
組
や
ま

ち
づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
、
学

区
会
長
か
ら
の
発
表
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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閉
経
の
前
後
５
年
間
に
現
れ
る

女
性
特
有
の
更
年
期
障
害
の
症
状

は
、
主
に
卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
て

い
た
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
急
激
な
低

下
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
こ

れ
に
加
え
て
個
人
差
、ス
ト
レ
ス
、

社
会
的
環
境
な
ど
の
影
響
も
あ
る

よ
う
で
す
。

症
状
と
し
て
は
、
の
ぼ
せ
、
ほ

て
り
、
異
常
発
汗
、
冷
え
性
、
動

悸
な
ど
の
自
律
神
経
症
状
や
、
肩

こ
り
、
腰
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、

手
足
の
こ
わ
ば
り
な
ど
の
運
動
器

症
状
、
ま
た
不
眠
、
抑
う
つ
、
頭

痛
、
頭
重
、
気
分
不
安
定
な
ど
の

精
神
神
経
症
状
と
実
に
多
彩
で
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
現
れ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
す
べ
て
が
更

年
期
に
よ
る
も
の
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
異
常
発
汗
、
動
悸

が
あ
れ
ば
甲
状
腺
疾
患
の
、
関
節

痛
、
手
足
の
こ
わ
ば
り
が
あ
れ
ば

リ
ウ
マ
チ
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
更
年
期
以
外
の
疾

患
が
原
因
で
似
た
よ
う
な
症
状
が

現
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

た
か
が
更
年
期
障
害
と
思
わ
ず
に
、

こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
る
方
は
、

必
ず
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。（
最
初
は
産
婦
人
科
で
も
内
科

で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
）

更
年
期
障
害
に
対
す
る
治
療
法

は
、
�
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
（
女

性
ホ
ル
モ
ン
で
あ
る
エ
ス
ト
ロ
ゲ

ン
を
服
用
し
た
り
、
そ
れ
を
含
む

テ
ー
プ
を
は
っ
た
り
、
軟
膏
を
塗

っ
た
り
し
ま
す
）、�
精
神
安
定
剤
、

抗
う
つ
剤
の
服
用
、
�
漢
方
薬
の

服
用
、
�
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

の
心
理
療
法
、
�
ス
ポ
ー
ツ
活
動

な
ど
、
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ホ
ル

モ
ン
補
充
療
法
は
、
骨
粗
し
ょ
う

症
、
痴
呆
の
一
つ
で
あ
る
ア
ル
ツ

ハ
イ
マ
ー
病
、
心
血
管
障
害
に
対

す
る
予
防
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
ホ
ル
モ
ン
補
充
療
法
は
乳

が
ん
が
増
加
す
る
と
の
警
告
が
あ

り
、
長
く
て
も
５
年
以
内
に
終
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
子

宮
体
が
ん
、
乳
が
ん
、
血
栓
症
、

脳
卒
中
、
冠
動
脈
疾
患
、
肝
疾
患

に
、
以
前
ま
た
は
現
在
か
か
っ
て

い
る
人
に
は
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

こ
の
よ
う
な
判
断
は
、
受
診
先
の

医
師
が
き
っ
ち
り
と
し
て
く
れ
ま

す
の
で
ご
安
心
を
。

京
都
市
立
病
院
産
婦
人
科

部
長

藤
原
葉
一
郎

七
条
中
学
校
で
開
設
さ

れ
て
い
る
「
新
・
七
条
寺

子
屋
」
で
は
、
教
員
に
よ

る
授
業
を
公
開
す
る
講
座

の
ほ
か
、
外
部
講
師
に
よ

る
講
演
を
行
っ
て
い
ま
す
。

七
条
中
学
校
は
「
水
」
を

テ
ー
マ
に
環
境
教
育
を
行

っ
て
お
り
、
今
月
は
音
楽

と
い
う
文
化
的
な
側
面
か

ら
「
水
」
を
通
し
た
「
環

境
」
に
触
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
感
性
を
養
い
ま
す
。

日
時

１１
月
２１
日（
金
）午

後
１
時
２０
分
〜
３
時
１０
分

出
演
者

ト
リ
オ
・
ク
ラ

シ
コ
（
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、
オ

ー
ボ
エ
、
ピ
ア
ノ
の
三
重
奏
）

演
奏
曲
目

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト「
泉
の
ほ
と
り
に
て
」

ほ
か受

講
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
七
条
中
学
校
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

七
条
中
学
校

〒
６００
―

８
８
９
３
下
京
区
西
七
条

御
領
町
３２
�
３１３
・
０
９
７
２

�
３１３
・
０
９
７
３

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp���w
w
w
.edu.city.k

yoto.jp�h
p�sh
ich
ijo�
c�

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
お
忘
れ
な
く

更年期障害�
について�

夏
休
み
に
市
内
２８
小
学
校
の
児
童
が
、

子
ど
も
版
環
境
家
計
簿
を
つ
け
る
な
ど
、

自
分
た
ち
に
も
で
き
る
エ
コ
ラ
イ
フ
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

下
京
区
で
は
、
洛
央
小
学
校
４
年
生

の
８８
人
が
参
加
。
１０
月
９
日
の
事
後
学

習
会
で
は
一
人
ひ
と
り
が
「
エ
コ
ラ
イ

フ
診
断
書
」
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
の
目

標
を
考
え
ま
し
た
。
次
に
、
班
ご
と
に

み
ん
な
の
「
で
き
た
こ
と
・
で
き
な
か

っ
た
こ
と
」
を
話
し
合
い
、
目
標
を
決

め
て
発
表
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
下
京
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
て
い
る「
京
て
ま
り
教
室
」

の
皆
さ
ん
の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

京
て
ま
り
は
、
日
本
古
来
の
伝
統
芸
能

に
使
わ
れ
、
昔
は
玩
具
、
現
在
は
観
賞

用
ま
た
は
贈
り
物
と
し
て
親
し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。
四
季
折
々
の
美
し
い
模
様

が
、
様
々
な
色
糸
を
組
み
合
わ
せ
て
一

針
ず
つ
か
が
っ
て
作
ら
れ
た
、
か
わ
い

ら
し
い
京
て
ま
り
を
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日
時

１１
月
２８
日
（
金
）
ま
で
、
午
前

８
時
３０
分
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
は
除

く
）

場
所

下
京
区
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

主
催

下
京
区
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委

員
会
な
か
ま
づ
く
り
部
会

�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
�
３７１
・
７

１
７
０
）

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
制
度
で
医
療

を
受
け
ら
れ
た
方
で
、
病
院
な
ど
で
支
払
っ

た
一
部
負
担
金
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
超
え
て
支
払
っ

た
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

該
当
す
る
方
に
は
「
高
額
療
養
費
支
給
申

請
に
つ
い
て
（
お
知
ら
せ
）
」
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
一
度
申
請
さ
れ
ま
す
と
、
次
回
か

ら
は
指
定
の
口
座
へ
の
振
込
み
と
な
り
ま
す
。

申
請
に
必
要
な
も
の

「
高
額
療
養
費
支
給
申
請
に
つ
い
て
（
お
知

ら
せ
）」、
保
険
証
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
（
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
は
不
可
）

※
代
理
人
の
方
が

来
ら
れ
る
場
合
は
委
任
状
が
必
要

�

保
険
年
金
課
保
険
給
付
・
年
金
担
当（
�

３７１
・
７
２
５
４
）

新・七条寺子屋（地域参加型・公開講座）

洛央小４年生のみんなが
エコライフにチャレンジ

目
標
を
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち

班ごとの目標（一部）

�歯を磨くときや手を洗うときなどに水を出し
っぱなしにしない。

�電気の消し忘れに気が付いたら消す。
�家族とエコの話をもっとする。
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１０
月
２１
日

市市
政政
協協
力力
委委
員員
各各
学学
区区
会会
長長

とと
門門
川川
市市
長長
がが
懇懇
談談

下下京京区区民民ミミニニギギャャララリリーー

「「
京京
てて
まま
りり
」」
をを
展展
示示
中中

「「「「「「「「「「「「「「音音音音音音音音音音音音音音楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽楽とととととととととととととと水水水水水水水水水水水水水水ののののののののののののののハハハハハハハハハハハハハハーーーーーーーーーーーーーーモモモモモモモモモモモモモモニニニニニニニニニニニニニニーーーーーーーーーーーーーー」」」」」」」」」」」」」」

１０
月
１５
日
、
京
都
会
館
で
京
都

市
自
治
１１０
周
年
記
念
式
典
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
式
典
は
、
京

都
市
が
明
治
３１
年
１０
月
１５
日
に
真

の
自
治
権
を
獲
得
し
た
こ
と
を
記

念
し
て
、
昭
和
３３
年
か
ら
毎
年
開

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
１１０

周
年
に
あ
た
り
ま
す
。

式
典
で
は
、
市
政
の
推
進
に
貢

献
さ
れ
た
区
内
の
方
々
や
団
体
に

対
し
、
門
川
市
長
か
ら
次
の
表
彰

状
や
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
市
政
功
労
者
特
別
表
彰
（
自
治

１１０
周
年
）

２
人

▼
自
治
１１０
周
年
記
念
表
彰

３４
人
６８
団
体

▼
学
校
統
合
特
別
表
彰

１９
団
体

▼
篤
志
者
表
彰

６
団
体

▼
永
年
勤
続
市
政
協
力
委
員
表
彰

１１
人

▼
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

感
謝
状
（
い
の
ち
）

２９
人

▼
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

感
謝
状
（
環
境
）

５
人

▼
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

感
謝
状
（
知
恵
）

３
人

▼
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

感
謝
状
（
ひ
と
）

１３
人
９
団
体

▼
未
来
の
京
都
ま
ち
づ
く
り
推
進

感
謝
状
（
刷
新
）

２
人

▼
地
域
の
安
心
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
形
成
特
別
感
謝
状

４
団
体

下京区の９９人１０６団体に
表彰・感謝状が贈られました

５中学校を統合し
て昨年４月に下京
中学校が開校しま
したが、この統合
を教育への高い志
と自治意識を持っ
て英断され、子ど
もたちのより良い
学びの場づくりに
地域を挙げて尽力
された関係学区の
自治連合会や市政
協力委員連絡協議
会が、学校統合特
別表彰を受けまし
た。

中
学
校
統
合
に
尽
力

市 民 し ん ぶ ん 下京区版 （２）第１５５号 平成２０年１１月１５日


